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【現在のサポーター数】２月 81名→82名/102.5俵（個人：80、企業/団体：2） 
【守られている棚田面積】17,083㎡（102.5俵⇒170.8 a 収量 6俵/10ａとして） 
※美しい棚田の風景と、それを守り引き継ぐ仕組みづくりを目指して、 
お米を食べて応援してくださるサポーターを募集しています。    ホームページ→ 

 
 
 

寒暖差と天気の変化が激しく、忙しい気候が続きますね。とはいえ日も長くなり、植物や鳥の鳴き声など
あちこちで春の訪れを感じるようになりました。冬のあいだ休眠状態だった棚田でも、耕うんが始まり、
農家のみなさんがそわそわと動き出す時期です。今年の米作りも応援よろしくお願いします！ 

今月のお米 ：川原孝行さん「つくしろまん」：笠原中央区 
2020 年度は雨が多く、虫の影響もありまし

た。収穫直前の 9 月中旬にウンカが発生して、
稲が枯れて収穫できなくなった田んぼも一部あ
りました。秋以降はいい天気が続いたので、な
んとか持ち直したけど、収穫量は例年より少し
落ちましたね。でも味は平年並みで、おいしい
米がとれました。減農薬なので虫の影響を受け
やすい面もありますが、そのぶん安心安全な米
作りをしているんだと思っています。 
今回、雨の影響で稲が倒伏した田んぼがあっ

たのですが、山村塾の合宿ボランティアの皆さ
んに収穫を手伝ってもらって助かりました。1
反もあったので、1 人ではとてもじゃなかった
です。毎年、田植えや稲刈りの手伝いに来ても
らっているけど、楽しいですね。外国人で言葉
が通じなくても身振り手振りでなんとなくわか

るし、最近はスマートフォンの翻訳機能があるので便利です（笑）。 
うちで作っている米は、3 割が「コシヒカリ」、7 割が「つくしろまん」です。いろんな品種を作って

きたけど、個人的に「つくしろまん」が一番おいしいなと感じています。例年 2 月下旬から、田んぼの
耕うんを始めます。今年の米作りもいよいよ始まります。家族や子どもたち、皆さんが安心して食べられ
る米作りに励みます。今年もよろしくお願いします。（川原孝行） 

※農薬化学肥料不使用をお申込みの方には、大橋幸太郎さんの「農薬化学肥料不使用ヒノヒカリ」をお届けしてい

ます。 

◆事務局より 
〇次回のお届け 次回（4/7発送）は宮園福夫さんの「ヒノヒカリ」をお届け予定です。追加注文や精
米歩合の変更、配達先変更をご希望の方は、発送前月 20日までにお知らせください。 
〇発送作業でのウイルス対策 ①発熱など風邪症状がないか確認 ②作業前に手指の消毒（石けん手
洗い orアルコール消毒） ③マスク着用 を行って発送しました。 
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川原さんと合宿ボランティアメンバーとの稲刈り。手刈りが必
要なところが多く大変だったそうです。無事に終わって笑顔！ 

http://sansonjuku.com/

